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 Abstract 
 　 Dans son article,  Questions de méthode , Sartre a proposé une nouvelle méthode pour améliorer 
le marxisme contemporain qui était devenu en une anthropologie inhumaine.  En comparant cette 
méthode avec celle d’Henri Lefebvre, on a trouvé qu’étaient contenus les quatre éléments principaux 
dans cette méthode-là, qui avaient ses origines dans l’analyse critique de Kant, le dialectique de Marx, 











1） 以下，『批判』と略記。なお，ここでの引用は，1985年刊の『批判』校訂版（ Critique de la raison dialectique , 




る（cf.  CRD 157）。












ている」（ CRD 13）が故に，「論理的には」（ Ibid .）後者の方が前者の前に置かれるべきなのであるが，
両者のバランスを考慮して5），さらには，実際にも後者の仕事は前者に由来するものだったので，「時





















5） 『批判』校訂版では，「方法の問題」が 111頁分であるのに対して，「弁証法的批判」が 759頁分である。
6） Jean-Paul Sartre,  Search for a Method , tr. by Hazel E. Barnes, Vintage Books, 1968, p. ix.
7） Jean-Paul Sartre,  Questions de méthode , Gallimard, 1967.
8） Jean-Paul Sartre,  Search for a Method , tr. by Hazel E. Barnes, Vintage Books, 1968, p. ix. （強調は谷口）
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でのところ，比較的まとまったものとしては三つの版が確認されているが9），そのうちのひとつで
























9） cf.  Catalogue génétique général des manuscrits de Jean-Paul Sartre , ITEM, ENS-CNRS. http://www.item.ens.fr/
catalogue-genetique-general-des-manuscrits-de-jean-paul-sartre/
10） cf. Michel Contat, Michel Rybalka,  Les Écrits de Sartre , Gallimard, 1970, p. 312.
11） Jean-Paul Sartre,  Marksizm i egzystencjalizm . （本論文は http://www.filozofia.uw.edu.pl/skfm/publikacje/sartre01.
pdf.で閲覧可能）。前注 9で挙げた ITEMのサイトによれば，これの仏語版元稿は本稿執筆時点で所在不明とのこ
とである。『方法の問題』の独訳タイトル（ Marxismus und Existentialismus , Reinbeck, 1964）は，この元稿のタイ
トルを採用している。
12） 「分析的，遡行的契機」（ CRD 107），「遡行的分析」（ CRD 112），「綜合的，前進的統一」（ CRD 73原注），「綜合的，
前進的規定」（ CRD 157），「前進的，総合的統一」（ CRD 470），「前進的綜合」（ CRD 103,188,574,894）など。
13） たとえば，エンゲルスのボルギウス宛書簡をマルクス宛としたり（ CRD 72），エンゲルスのテキストをマルクス









































14） Karl Marx, “ Ökonomische Manuskripte 1857/58”, in: Karl Marx Friedrich Engels Gesamtausgabe (MEGA), Zweiter 




















213）。しかるに，「怠惰なマルクス主義」（ CRD 51）である「現代のマルクス主義」（ CRD 70）は，「人
間の生活の具体的な諸規定を偶然の側へと放擲し」（ CRD 70），「特殊性をひとつの普遍的なものに
置き換える」（ CRD 48）ことによって，すなわち「特殊なものを普遍的なもののなかで溶かす」（ CRD 
49）ことによって，「人間の非人間化」（ CRD 70）をおしすすめ，「図式主義者」（ CRD 56）の流儀
で，人間ならびに人間による出来事を，予め作られた「構成する図式」（ CRD 41）にあわせて，「歴
史的総体」（ CRD 103）のなかに「位置づける」（ CRD 34,40,54）ことでもって能事足れりとする。
そこでは個人の様々な「独自的普遍」（ CRD 170）を発見する










殊的なもの」として生きるその具体的な生き方のうちに探し求められねばならない（cf.  CRD 51）。
 　「方法の問題」は，元々他から依頼を受けて書かれた論文（「マルクス主義と実存主義」）から
発展して成ったものであるという事情もあって，サルトル自身も認めるように，いささか「ごっ



























































であると考えるのは誤りであろう。（ CRD 73原注） 
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 2．遡行的―前進的方法の生成 





















































































































20） Henri Lefebvre,  Le temps des méprises , Stock, 1975, p. 144.
21） Jean-Paul Sartre,  L’Idiot de la famille, Gustave Flaubert de 1821 à 1857 , tome 1,1988, Gallimard, p. 7.
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とっては







す。」（Jean-Paul Sartre,  Qu’est-ce que la subjectivité , Les Prairies Ordinaires, 2013, p. 154.）
24） Lefebvre,  op. cit ., p. 143.
25） Immanuel Kant,  Logik , in: Kants Werke, Bd. IX, Walter de Gruyter, 1968, S. 149.









































遡行的な運動でもある（私は元々の条件へと遡る）」。（ CRD 116） 
27） Jean-Paul Sartre,  Esquisse d’une théorie des émotions , Hermann, 1965, p. 66f.
28） J.-P. Sartre,  L’être et le néant. Essai d’ontologie phénoménologique , Gallimard, 1943, p. 534.




調が置かれているという点にサルトルの方法の独創性があるとしている。cf. Raymond Aron,  Histoire et dialectique 
de la violence , Gallimard, 1973, p. 21f.
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 　サルトルの方法のうちには，カントの批判的分析，マルクスの弁証法，「精神医学者やドイツの
歴史家たち」（ CRD 115）の了解，フッセルの現象学の四つの要素が取り込まれている。これらの
アマルガムがサルトルの「遡行的―前進的方法」を成している。しかし，その方法の骨格自体はル
フェーヴルから採られたものである。たとえ，ルフェーヴル自身は“認知”を拒んでいるとしても，
それがルフェーヴルを父とするものであることは，その子供の骨格に示されている。サルトルが「方
法の問題」のなかで提示しているその方法の実際を検討することで，この親子関係の親疎の程度を
より詳しく計測すること，これが次なる課題となる。 
